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小川宏蔵, 田中文男, 岡村圭造 :キ トサンとポリ-
(I-4)-a-D-ガラクトサミンのコンフォメーション
の違い








され た｡ 一万,α-D-グルコサ ミンと β-D-ガラク




























リプロビオネ- 卜 (CTP),セルロース トリブチレ
ー ト (CTB),セルロース トリバ レレー ト (CTV)
の結晶構造を解析 した｡CTPは格子定数 a-1.176
nm,b-1.531nm;C(丘beraxis)-1.514nm,/3-















単位胞として結晶化 し, その格子定数 は a-1.540
nm,b-2.940nm,C(fiberaxis)二1.036nm であ






























































































































































































テルⅡの新しい分解物と して,1-(4-- トキシ 3ー-
メトキシフェニル)-3-ヒドロキシプロパノンVIを同
定し,その生成機構を考察した｡


































































Metaboliteslncluding a New Metabolite p･























































































































































































































































































































































































































































































































































3) プラスティックパーティクルに生 じる配向 ト























































































































































































































































































































































































































TheInteT･nat.Res.Group on Wood PreserてJ.
DocumentNo:IRG/WP/3266(1990)
-229-

































































































































































木材研究 ･資料 第26号 (1990)
42種の糸状菌について最少生育阻止濃度 (MIC)を
求めたところ,オオウズラタケとカワラタケを含む
28種は 100ppm以下であったが,ナ ミダタケほ約
350ppm以上の MICを示した｡アザコナゾル分解
活性を振戯液体培養下で検討したところ,菌体重量
あたりの濃度減少率はカワラタケがもっとも高く,
ついでナミダタケ,オオウズラタケの順であった｡
M.ToKORO,M.TAKAHASm,K.TsUNODA andR.
YAMAOKA:Ⅰ801ationandprimaryStructureOf
trailpherononeofthetermite,Coptotermes
for仇OSanuS(Shiraki)(I80ptera:RhirLOtermi･
tidae),WoodResearch,No.76,29-38(1989)
所 雅彦,高橋旨象,角田邦夫,LLI岡亮平 :イエシ
ロアリ (等粗目,ミゾガシラシロアリ科)の道しる
べフェロモンの単離と一次構造
イ-シロアリの職蟻約20万頚から道しるべフェロ
モンを単離するために,ノルマル-キサンで抽出し
た｡抽出物は種/<のクロマ トグラフィーによって分
離 し,生物検定によって確認 しながら微量の活性物
GC-MS分析の結果からヤマ トシロアリ属のシロア
リから単離されたものと類似の直鎖 ドデカトリェソ
-1-オールであった｡
M.ToKORO,M.TAKAHASHrandR.YAMAOKA:
IsolationaTLdidentiGcatioTLOfthetrailpherO-
moneoftheSubterrarLeantermiteReticzluter.
mossperatzES (Kolbe) (Isoptera:Rhinoter･
mitidae),TheIntern.Res.Group on Wood
Preserてノ.DocumentNo:lRG/WP/1459(1990)
所 雅彦,高橋旨象,山岡亮平 :地下棲息シロアリ
であるヤマトシロアリ (等親目,ミゾガシラシロア
リ科)の道しるべフェロモンの単離同定
ヤマ トシロアリの虫体抽出物から種々のクロマ ト
グラフィーを経て,道しるべフェロモンを順次精製
単離した｡道しるべ活性は生物検定に よって求め
た｡ この フェロモンの一次構造はキャビラリGS-
MS分析に よって ドデカトリエソ-1-オールと決定
した｡さらに,アセチル化,部分還元,オゾン分解
を行い,キャビラリGC-MS,キャビラリGC･FTIR
分析によってこの道しるべフェロモンの絶対構造を
シス-3,シス-6, トランス-8-ドデカトリェソ 1ー
-オールであると決定した｡
-一個体に対するフェロモン量がかなり少なく,前
駆体の形で蓄えられている可能性が考えられた｡そ
こで,単離操作過程のシリカゲルカラムクロマ トグ
ラフィーで得られた非活性画分を加水分解 した結
果,道しるべ活性物質を得ることができ,その活性
は本来の道しるべフェロモン活性の約20倍 であっ
たOこの活性物質と本来の道しるべフェロモンのク
ロ7ト上の挙動や化学的性質は全く一致し,この二
つの物質は同--物質であると決定できた｡これらの
ことよりこの道しるべフェロモンは前駆体様物質の
形で蓄えられていることが明らかになった｡
一232-I-
